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概要：小学校社会科において，タブレット端末の持ち帰りと連動した対話的学びの工夫を行い，児童	

が多様な考え方や意見に触れる場を設定した。持ち帰った動画や静止画を用いて，家庭で説明資

料を作成させ，タブレット端末の送信アダプタを用いてグループ内で説明資料を共有した。実践

の前後で実施した意識調査を分析した結果，「学習意欲の向上」「学習の振り返りの充実」「多様

な立場から考えること」について有意に高い結果を得ることができた。	
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１ はじめに 

	 新学習指導要領（2017）では「社会的な見方・

考え方」を視点や方法とし，多角的に考察する

力を身につけることが思考力・表現力の育成に

つながるとしている。多角的に考察する力を育

成するには，児童が多様な考え方や意見に触れ

る場を設定することが重要である。	

	 多様な考えや意見に触れる場の設定において

は，情報共有で有効な ICT 活用は成果を発揮し，

特にタブレット端末は携帯性に優れており，今

後もさらなる活用が望まれている。タブレット

端末を用いた持ち帰りの実践は武雄市（2015）

の実践をはじめ，「反転学習」としてこれまで取

り組まれてきた。その多くがコンテンツや動画

等を用いた予習型の家庭学習であり，家庭学習

と授業を結びつけた取組として報告された。こ

れらの取組は，一定の効果をあげ，継続した取

組となっている。しかし，この予習型の実践は，

授業前に学習内容や手順を児童が把握するため，

児童が見通しを持ち安心して授業に臨める一方

で，多様な考え方や意見を引き出す授業展開が

難しいのではないかと考えた。	

	 また，山本（2016）は「授業と家庭学習の循

環による能動的学習でのタブレット端末活用の

考察」の中で，「タブレット端末を用いた家庭学

習では，調査したり練習したりする活動に止ま

るのではなく，レポートやプレゼンテーション

で表現させ，他者と共有・交流する活動につな

ぐことが必要である」とし，家庭学習を授業の

学び合いの場で活かしていくことの重要性につ

いて述べている。	

	 そこで，本研究では，小学校社会科において

タブレット端末持ち帰りと連動した対話的学び

の工夫を行い，児童が多様な考え方や意見に触

れることができる場を設定した。このことによ

り，「社会的な見方・考え方」を用いて，多角的

に考察できる力を身につけることができるので

はないかと考えた。	

２ 研究の方法 

	 本研究は，小学校第４学年社会科の「事件や

事故からくらしを守る」において所属校第４学

年 21 名を対象に検証授業を行うこととした。	

 単元前半では，地域の事故や事件が起きそう

な場所を想定しながら，警察官の働きを中心に

様々な人々の努力によって事故や事件が処理さ

れていることに気づかせたい。単元後半では，

安全なまちづくりについて，警察・地域・学校

などが連携して取組を進めていること，地域の

自主的な活動や行政の活動に地域の人が参画し

ていることついて学習し，安全マップの作成を

通して学習のまとめを行うこととした。	

	 研究の流れを表１に示す。単元終末において，

「安全を守る人の活動をまとめる」学習を設定

し，説明資料の作成を家庭で行うこととした。



更に，作成された説明資料を教室に持ち寄り，

グループでの情報共有・交流を行いながら，児

童が様々な考え方や意見に触れることができる

場を設定することとした。	

	 検証方法では，児童向け意識調査として７項

目を四件法（４：とてもそう思う，３：少しそ

う思う，２：あまり思わない，１：まったく思

わない）で，単元の前後の計２回で実施した。

また，「わたしたちのくらしを守る」に関する知

識の広がりをみるマッピングを４回（単元前，

それぞれの家庭学習終了後，単元終了後）実施

し，その変容を分析することとした。さらに，

単元終末に安全マップ作成を行い，学習した内

容を生活と関連づけて考えることができている

かについて考察することにした。	

３ 実践の結果	

①持ち帰った資料	

	 表２に持ち帰った資料の分類を示す。学習で

活用した複数の動画や静止画（警察の関連８点，

地域の人の活動 10 点，その他学校の取組９点，

合計 27 点）をタブレット端末に入れて持ち帰

り，それらを活用し関係機関がどのように連携

しているかに関する説明資料を作成させた。	

	 持ち帰りに活用したタブレット端末は，本校

のタブレット端末（一人一台環境）を活用した。

資料の共有においてはデータ量が大きいこと

（合計 253.5MB）から，図１のようにタブレッ

ト端末の送信アダプタを使用することで円滑な

情報共有を図った。	

②授業の展開	

	 まず，表１中の第１時から第４時では，教科

書の資料などを丁寧に読み取りながら，事件や

事故の処理，警察の日常的な活動，地域住民の

取組について調査活動を行い，それぞれで活躍

する人たちの工夫や努力について考えさせた。	

	 毎時間，授業の振り返りとして５分間の学習

感想の記入を行った。記入方法はこれまでのノ

ート記述ではなく，情報活用能力育成の視点か	

ら情報端末を活用したデジタルワークシートに	

記入させた。当初は，内容も学習内容の羅列に	

表１ 本研究の流れ	

学習問題「事故や事件からわたしたちのくらし

を守るオリジナル安全マップを作成しよう。」	

	 事前の意識調査・マッピング	

１時	

〜	

４時	

調査活動	

事件や事故の処理，警察の日常的な

活動，地域住民の取組について	

家庭	

説明資料の作成	

○複数の動画・静止画持ち帰り	

○関係機関がどのように連携してい

るかについて考える	

５時	

対話的学び	

・説明資料をもとに発表・交流	

・関係機関の連携についてまとめる	

家庭	
安全マップ作成	

○危険箇所とその理由を記入	

６時	

安全マップの共有	

・友達の意見を参考に追記し，安全マ

ップを完成させる	

・感想交流後，学習をまとめる	

	 意識調査・マッピング	

 

表２ 持ち帰った動画・静止画の分類	

資料	 動画	 静止画	 合計	

警察関連	 ３	 ５	 ８(101.4MB)	

地域関連	 ２	 ８	 １０(76.8MB)	

その他	 ２	 ７	 ９(75.3MB)	

合計	 ７	 ２０	 ２７(253.5MB)	

	

図１ 送信アダプタによる情報共有の様子	

	



なっていたが，回を重ねるごとに自分の考えな

どに触れる内容へと変容していった。入力文字

数も増え，表現の幅が広がっていった。	

③家庭学習の様子	

	 表１中の第４時終了後，これまでの授業で活

用してきた静止画，地元の警察や交通安全協会，

近隣の自治会長のインタビュー動画をタブレッ

ト端末に入れて持ち帰らせた。図２は家庭で説

明資料を作成する様子である。児童は「警察官」

「地域の人」「その他の人」の視点にもとづいて，

それらの人たちがくらしを守るために具体的に

どの様な連携を行っているかについて説明資料

を作成した。図３のように，説明資料は表とし

て作成し，それぞれの活動内容を整理しながら，

連携した取組について考えた。	

④教室での対話的学び	

	 表１中の第５時では，作成された説明資料を

もとに，グループでの情報共有・交流を行いな

がら対話的学びを展開し，児童が多様な考え方

や意見に触れることができる場を設定した。対

話的学びを展開する中で，関係機関が連携し，

地域の人と協力しながらくらしを守っているこ

とについて理解させることをねらいとした。	 	

	 情報共有・交流の場面では４名編成班を４つ，

５名編成班を 1つ編成し実施した。図４は説明

資料をタブレット端末で示しながら対話的学び

を展開する様子である。それぞれ自分の作成し

た説明資料と比較し，意見を交流することがで

きた。授業後半では，関係機関や地域の人たち

の連携・協力はどのように進められているのか

について検討した。普段はあまり発言が多くな

い児童も，新たな気づきを説明したり，質問を

したりすることができた。発表を行う際には，

その根拠となる動画や静止画を示しながら説明

することができた。	

⑤安全マップの作成	

	 表１中の第６時に向けて，タブレット端末に

学校周辺の地図データを入れて持ち帰り，家庭	

で安全マップの作成を行った。	

	 図５は下校中に地図を確認しながら安全マッ	

	

図２ 家庭で説明資料を作成する様子 

 

 

図３ 説明資料の表に入力する様子 

 

 

図４ 教室での対話的学びの様子 

 

図５ 下校中に危険箇所を確認する様子 



プに書き込む様子である。児童は，交通量や人	

通りの状況，道幅などを確認し，事件や事故が

起こりそうなところを見つけ，記号を付けてい

った。その後，起こりそうな事故や事件を想定

し，家庭において状況の書き込みを行った。	

	 表１中の第６時では，各自が作成した安全マ

ップをもとに，グループで情報共有・交流を行

い，再び児童が多様な考え方や意見に触れる場

を設定した。	

４ 分析結果 

	 検証授業の実施前と実施後に児童向け意識調

査を行った。質問項目は７項目とし，４件法

（４：とてもそう思う，３：少しそう思う，

２：あまり思わない，１：まったく思わない）

で実施した。その結果を表３に示す。	

	 意識調査の結果から，「①疑問を持って学ぶ」

「②多様な立場で考える」について，１％水準

で有意に高い結果を得た。これは対話的学びを

展開する中で，多様な考え方や意見に触れるこ

とができたことや，情報を共有・交流すること

で新たな気づきが生まれたためであると考える。

また「③学習を振り返る」についても，１％水

準で有意に高い結果を得た。家庭学習との連携

により学習を振り返る機会が増加したためと考

えられる。さらに，「④進んで調べる」について

も，５％水準で有意に高い結果となった。持ち

帰りを含む家庭学習と授業の連携により学習意

欲の向上につながったものと考える。	

	 一方で，「⑤自分の考えを持つ」「⑥計画通り

に進める」「⑦友達と協力して学ぶ」については，

有意な差は見られなかった。これらの項目では

授業前の値も高く，日常の授業においても児童

が意識して取り組んでおり，大きな変化がなか

ったと考えられる。	

５ 本研究の成果と課題 

	 本研究の成果と課題を以下に示す。	

・持ち帰りと連動した対話的学びによる多様な

考え方や意見に触れる場の増加は，学習意欲

の向上，多様な立場で考える，振り返りの充

実につながることが明らかになった。	

表３ 児童向けの意識調査の結果 

	

・タブレット端末を活用することで，説明資料

の共有や，地図作成が容易になり，対話的学

びの充実につながった。	

・課題として，自分の考えを持つための支援の

あり方を再検討すること，記述が苦手な児童

に対する対応についてさらに検討していく必

要がある。	

附 記 

	 本研究は，科学研究費補助金（基盤研究 C）
「授業と家庭学習を循環させるタブレット端末

活用が思考力・表現力に及ぼす効果」（研究代表

者	 山本朋弘，研究課題番号 16K01120）の助
成を受けて行った成果の一部である。 
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質問項目	 授業前	 授業後	 t,p	

①疑問を持って学ぶ	
2.52	
(0.51)	

3.14	
(0.48)	

4.05	
**	

②多様な立場で考える	
2.33	
(0.48)	

3.00	
(0.63)	

3.84	
**	

③学習を振り返る	
2.57	
(0.50)	

2.95	
(0.21)	

3.16	
**	

④進んで調べる	
2.81	
(0.51)	

3.14	
(0.36)	

3.16	
*	

⑤自分の考えを持つ	
2.95	
(0.67)	

3.05	
(0.22)	

0.62	
n.s	

⑥計画通りに進める	
3.14	
(0.47)	

3.19	
(0.60)	

0.28	
n.s	

⑦友達と協力して学ぶ	
3.00	
(0.63)	

3.05	
(0.59)	

0.25	
n.s	


